
【創立９０周年記念特別活動「雪山に親しもう！！」１月２１日（金）】      

冬の晴天の中，２１日（金）に本校創立９０周年を記念し 

て，鬼首スキー場で「雪山に親しもう！！」と題した特別活 

動を実施しました。当日は，生徒たちの希望を確認して，ス 

キー，スノーボード，雪遊びの３つにグループに分かれて活 

動し，雪山を満喫してきました。スキー場に初めて来た生徒 

たちが多いため、インストラクターの先生の指導の下でスキ 

ー、スノーボードを基礎から学びながら楽しむことができま 

した。活動の最後の方には，リフトに乗ってコースの上方か 

ら転ばすに上手く滑ることができるようになった生徒たちも 

いました。初めてスノーボードに挑戦した先生方は，バラン 

スを取って滑ることに悪戦苦闘していました。また，経験の 

ある生徒たちは，リフトを使って様々なコースを颯爽と滑走 

していました。雪遊び班は，ソリやスノーシューを体験しま 

した。また，学校から持参した肥料袋を使ってソリを楽しむ 

生徒もいました。当日は天気に恵まれ，青空の下で思い切り 

体を動かすことができました。昼食限られた時間ではありま 

したが，学校では体験できない有意義な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業クラブ総会・学習発表会 １／２０（木）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０日（木）の午後から農業クラブ総会を体育館で実施しまし

た。今年度の事業報告や会計報告を行い，次年度の事業計画を確

認しました。今回の農業クラブ行事から，新しい役員が司会や運

営を中心となって行うことになるため，緊張しながら役割をしっ

かりと果たしました。その後，総会に引き続き，学習発表会を実

施しました。産業技術科の草花部門・作物部門・野菜部門や普通

科で展開している課題研究，総合的な探究の時間や修学旅行での

感想，世界農業遺産支援プロジェクトのこれまでの取組や成果な

ど，これまでの本校での活動を通して，達成したことや学んだこ

とを発表しました。次年度は，今年度の活動をさらに発展して，

みんなで盛り上げていきます。 
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【陶芸体験教室 １／１３（木）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【除雪支援活動 １／７（金）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今月の礼譲和協】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

《２月の行事予定》 
 １日（火）～４日（金）第４期考査（３年） 

      特編３ｈ（１・２年） 

 ２日（水）ＳＳＷ 

 ７日（月）特編３ｈ  

答案返却・ワックス掛け（３年） 

 ８日（火）マナーアップ運動 ココロと 

カラダ応援セミナー（２年） 

１０日（木）金融教育講話（２年） 

      ＰＴＡ役員会 ＳＳＷ 

１１日（金）建国記念日 

１７日（木）成績発表（３年）ＬＨＲ２ｈ 

      職員会議 

１８日（金）～２４日（木） 

第４期考査（１・２年） 

２３日（水）天皇誕生日 

２５日（金）服装頭髪検査  

答案返却特編４ｈ５短（１・２年） 

２８日（月）賞状授与 予餞式 卒業式予行 

      同窓会入会式 

※現時点での予定です。コロナウイルス感染症の

拡大等により変更になる場合があります。 

 

暦の上では，まもなく立春を迎えますが，まだまだ寒さは続くようです。新年が

明けて，中旬に入る頃より全国的に急速に新型コロナウイルス感染者が急増しまし

た。宮城県でも下旬には急速に感染者が増加し，臨時休校となった小・中学校及び

高校が多くありました。オミクロン株の感染力の高さが大きな要因とされていま

す。県の対応指針は，「混雑した場所や感染リスクが高い場所への外出を自粛するこ

と，感染リスクの高い行動を控えるとともに，マスク着用，手指衛生等の日常生活

に基本的な感染防止対策を徹底する」など，基本的な対策はこれまでどおりです。   

なお，感染状況はレベル２ですので，ご家族に発熱などの風邪症状がある場合

にはお子様の登校をお控えください。その際は学校までご連絡をお願いします。 

地域の食文化や農業，大崎耕土に関わるこれまでの学習

のまとめとして，１３日（木）に産業技術科の３年生を対

象とした陶芸教室を実施しました。Art-glaze田尻大沢窯

の 松山 政文 氏を講師としてお迎えしました。大崎市田

尻の土を活用した陶芸体験を通して，自然の恵みを形にし

て日常の生活に取り入れる体験活動の一環の中で，循環型

社会の構築について，それぞれの考えを深めることを目的

とした授業です。生徒たちは，講師の先生から丁寧に説明

を受けた後，土をおおよその形に整えて，真剣にろくろを

回しながら，それぞれの思いを形にした作品を作り上げま

した。この後は，田尻の窯で素焼きを行った後，釉がけ，

そして，最後に本焼きという工程で作品ができ上る予定で

す。卒業に向けて，どのような作品ができるのか楽しみで

す。 

冬季休業中の７日（金）に，大崎耕土「世界農業遺産」支援プ

ロジェクトの一環として，鳴子温泉南原地区の介護施設「ふかふ

かはうす」で除雪支援活動を行いました。生徒会や農業クラブお

よび有志の生徒１１名が参加しました。豪雪地帯だけあって，施

設の屋根や周囲には１ｍ近くになる大量の積雪がありました。朝

から降りしきる雪の中，スコップで雪を取り除く作業を行いまし 

た。この活動を通して，

生徒たちは，雪国で生活

する厳しさを感じるとと

もに，除雪作業した大量

の雪が，春には雪解け水

となって大崎耕土を潤し

ていることも学ぶことが

できました。 


